
ヒアリング
資料番号

図書種別，
目録番号

図書名称 該当頁

1 2022/5/12
NS2-補-020改

11
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）＜環境条件の
設定他＞

P.1061 「漏えい上記」について，記載を適正化すること。 2022/7/5
誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）漏えい上記
（新）漏えい蒸気

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の10. P.2（通し頁P.951）

2 2022/5/12
NS2-補-020改

11
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）＜環境条件の
設定他＞

P.1065
「重大事故当時」について，記載を適正化するこ
と。

2022/7/5
誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故当時
（新）重大事故等時

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の10. P.6（通し頁P.955）

3 2022/5/12
NS2-添1-
025(比)

比較表(Ⅵ-1-1-
7)

先行審査プラントの記載との
比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備
及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下におけ
る健全性に関する説明書）

P.1
廃棄物処理設備の改造内容を備考で説明する
こと。

2022/7/5
サイトバンカに設置しているドレン配管の改造であることが分かるよう，備考に追記しまし
た。

NS2-添1-025改01（比）「先行審査プラントの
記載との比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重
大事故等対処設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書）」P.1,50

4 2022/5/12
NS2-添1-
025(比)

比較表(Ⅵ-1-1-
7)

先行審査プラントの記載との
比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備
及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下におけ
る健全性に関する説明書）

P.27
スロッシングによる燃料プール水位低下の影響
に関する補足説明資料の該当箇所について，備
考欄への記載を検討すること。

2022/7/5
備考欄に，スロッシングによる燃料プール水位低下の影響に関する補足説明資料の該当
箇所を記載しました。

NS2-添1-025改01（比）「先行審査プラントの
記載との比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重
大事故等対処設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書）」P.27

5 2022/5/12
NS2-添1-
025(比)

比較表(Ⅵ-1-1-
7)

先行審査プラントの記載との
比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備
及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下におけ
る健全性に関する説明書）

P.35
「機器の健全性が確認可能な設備」について，
先行電力と記載が異なることから相違理由の備
考欄への記載を検討すること。

2022/7/5

先行電力との記載の相違理由を備考に追記しました。
＜追記内容＞
島根２号機では，「機能・性能確認，各部の経年劣化対策及び日常点検をすることによ
り，機器の健全性が確認可能な設備」を，分解・開放が不要な設備として記載している

NS2-添1-025改01（比）「先行審査プラントの
記載との比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重
大事故等対処設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書）」P.35

6 2022/5/12
NS2-添1-
025(比)

比較表(Ⅵ-1-1-
7)

先行審査プラントの記載との
比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備
及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下におけ
る健全性に関する説明書）

P.19
重大事故等の波及的影響について，先行プラン
トとの差異含めて説明すること。

2022/7/5

　重大事故等対処設備については，設計基準事故対処設備等と位置的分散等を図るこ
とで自然現象に対して必要な機能を同時に喪失しない設計としていることから，島根２号
機においては，自然現象を他の設備へ悪影響を与える項目としては選定しておりませ
ん。
　なお，波及的影響に対する基本方針については，「2.3 環境条件等（4）」に記載先を示し
ております。

NS2-添1-025改01（比）「先行審査プラントの
記載との比較表（Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重
大事故等対処設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書）」P.19

7 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足6）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.31 「緊急時対策書」の記載を適正化すること。 2022/7/5
誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）緊急時対策書
（新）緊急時対策所

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の6. P.1（通し頁P.833）

8 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足７）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.37
＊２について，「内外に2重に設置」だと内と外で
2個ずつ設置しているように読めるため，記載の
適正化を検討すること。

2022/7/5
内外に設置された両方のシール機能が同時に喪失した場合であることが分かるよう記載
を適正化しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の7. P.4（通し頁P.839）

9 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足７）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.47
電線管貫通部の本数が内と外で違う理由を説明
すること。

2022/7/5

所員用エアロックの内側扉と外側扉には共通して，表示灯及びリミットスイッチ用のケー
ブルが貫通しています。これに加え，外側扉には所員用エアロック内に設置する照明，電
話，分電盤等に用いるケーブルが貫通しているため，所員用エアロックの内側扉と外側
扉で電線貫通部の本数が異なっています。

-

2023年5月31日
NS2-他119改07

島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（健全性）

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容 回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考

1



ヒアリング
資料番号

図書種別，
目録番号

図書名称 該当頁

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容 回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考

10 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足７）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.35,45
テフロン材の引張強度について，P35とP45で未
照射材のパーセンテージの記載が相違している
ため，記載の統一を検討すること。

2022/7/5

2項「放射線照射特性」は，積算線量による引張強度への影響が小さい範囲について説

明しているものであることから，106Gyを105Gyに，20%を30%にそれぞれ見直し，記載を適
正化しました。
なお，同様に別添資料4から読み取った数値を記載している4.2項については，それぞれ
の事象（通常運転時，設計基準事故時，重大事故等時）において想定される積算線量に
対する引張強度の低下率を記載していることから，現状の記載のままとします。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の7. P.2（通し頁P.837）

11 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足７）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.50
交換後のシール材の適用箇所がわかるよう記
載を検討すること。

2022/7/5 構造図について，テフロン材使用箇所及び交換箇所が分かるように変更しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の7. P.15～17（通し頁
P.850～852）

12 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足8）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.62
「低圧炉心スプレイ系）」の記載を適正化するこ
と。

2022/7/5 括弧を追加し，「（低圧炉心スプレイ系）」に記載を適正化しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の8. P.5（通し頁P.864）

13 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足9）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.138
改良シリンダへの取替の有無について文中での
記載を検討すること。

2022/7/5
更なる安全性向上対策としてすべてのSRVシリンダを改良シリンダに取り替えることを踏
まえ，記載の適正化を実施しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の9. P.29（通し頁P.940）

14 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足11）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.164
原子炉水位計用凝縮槽の温度計について，補
足11への追加要否を検討すること。

2022/7/5
原子炉水位計凝縮槽温度は自主対策設備であるため，補足11の表1及び表2に原子炉
水位計凝縮槽温度を記載しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の11. P.9,15（通し頁
P.1112,1118）

15 2022/6/2
NS2-補-020改

13（補足12）
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）

P.175
格納容器酸素濃度（B系）及び格納容器酸素濃
度（SA）について，図１への追加を検討すること。

2022/7/5
長期的な監視機能維持の説明にあたり，図1へ注記として格納容器酸素濃度（B系）及び
格納容器酸素濃度（SA）を記載しました。

NS2-補-020改16「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の12. P.3（通し頁
P.1130）

16 2022/7/5
NS2-補-020改

16
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）＜燃料プール監
視カメラ用冷却設備を除く＞

P.940
SRVシリンダ，電磁弁を今回の停止期間中に取
り替えることが分かるように記載を検討するこ
と。

2022/8/4
逃がし安全弁のシリンダと電磁弁の改良型への取替を，今停止期間中に実施する旨記
載しました。
また，シリンダと電磁弁の記載が整合するように，文章を適正化しました。

NS2-補-020改22「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.9のP.29,37（通し頁
P.57,65）

17 2022/7/5
NS2-補-020改

16
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）＜燃料プール監
視カメラ用冷却設備を除く＞

P.858
図中において，積算線量依存性が低い範囲が
分かるように記載を検討すること。

2022/8/4
積算線量依存性が低い範囲を図示しました。また，通常運転時，設計基準事故時，重大
事故等時における積算線量に対するテフロン材の引張強度を図示しました。

NS2-補-020改22「工事計画に係る補足説明
資料（安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関す
る説明書）」資料No.1の P.23（通し頁P.27）

18 2022/7/5
NS2-他-119改

01
回答整理表

島根原子力発電所第２号機　
指摘事項に対する回答整理
表（健全性）

P.2

No.10の回答について，補足説明資料P.847の
「テフロン材の引張強度は未照射材の10%程度
まで低下する」との関係性を踏まえた記載を検
討すること。

2022/8/4 No.10の回答に，引張強度の低下に関する記載の意図を追記しました。 -

19 2022/7/5
NS2-補-020改

16
補足説明資料

工事計画に係る補足説明資
料（安全設備及び重大事故
等対処設備が使用される条
件の下における健全性に関
する説明書）＜燃料プール監
視カメラ用冷却設備を除く＞

P.1020～
1025

室容積と熱容量の桁処理の保守性について説
明すること。

2022/8/4

室温の上昇評価において，室容積及び熱容量は小数点1桁丸め（四捨五入）としています
が，室容積及び熱容量の小数点1桁は温度の計算結果に対して十分に小さい寄与であ
り， 最終的な環境温度設定（原子炉建物原子炉棟地下エリア：100℃，RHARポンプ設置
エリア：66℃，第1ベントフィルタ格納槽：60℃）の際に確保しているマージンに包絡されま
す。

-

2



No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

217 NS2-添1-025改06
Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関する説
明書

P.43,47,51

技術基準規則第68条に対する格納容器フィルタベント系の設置目的（原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟（二次格納
施設）への水素ガスの漏えいを抑制し、原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）内の水素濃度の上昇を緩和）にあわせて，記
載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）
・格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガスの排出（放射線管理施設及び原子炉格納施
設と兼用）
（新）
・格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガスの排出（放射線管理施設及び原子炉格納施設と兼用）

2023/5/31

218 NS2-添1-025改06
Ⅵ-1-1-7 安全設備及び重大事故等対処設備が
使用される条件の下における健全性に関する説
明書

P.84,125,143

技術基準規則第68条に対する格納容器フィルタベント系の設置目的（原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟（二次格納
施設）への水素ガスの漏えいを抑制し、原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）内の水素濃度の上昇を緩和）にあわせて，記
載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガスの排出
（新）格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガスの排出

2023/5/31

島根原子力発電所第２号機　工認記載適正化箇所（健全性）

No.1～No.216までは，NS2-他-119改05で整理済みのため省略。
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